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1. はじめに

ごみ焼却施設から排出されるダイオキシン類については， 
1997年に旧厚生省から通知された「新ガイドライン」によ
り，排ガス中ダイオキシン類濃度に関する具体的な恒久対
策の規準値が示された。一方で，「新ガイドライン」の中で
は，ダイオキシン類排出量のごみ焼却施設全体における総
量規制の必要性についても言及されており，現状でのダイ
オキシン類対策は「ごみ単位量あたりの総排出量」対策に
移行している。このような総量規制対策を考えた場合，飛
灰中のダイオキシン類がごみ焼却施設からの総排出量の約
60％以上を占めることから，飛灰中に含まれるダイオキシ
ン類の効果的な処理が必須であり，この場合の削減目標値
は，0.1 ng-TEQ/飛灰 g以下程度 1)である。
このような状況下，JFEエンジニアリングでは飛灰中ダ
イオキシン類の除去技術「ハイクリーン DX」の開発を行

い 2～5)，実用化に至っている。ハイクリーン DXは，現在
までに実機飛灰処理設備として納入され，順調な稼働を続
けている。
飛灰中ダイオキシン類濃度の分析方法については，公定

法（1992年厚生省告示第 192号，2000年厚生省告示第 633

号改正）として高分解能ガスクロマトグラフ質量分析装置
を用いた方法が定められている。公定法による分析は，高
い精度を有するものの，分析期間として数週間から 1ヶ月
程度を要しており，分析期間の短縮に向け，各種分析手法
の開発が行われている。筆者らは，飛灰からの有機化合物
の揮発脱離を原理とするハイクリーン DXの開発過程にお
いて，有機化合物の脱離挙動を汎用的な分析機器である
FIDガスクロマトグラフを用いて測定することで，ダイオ
キシン類濃度を簡易に評価できる技術を確立するに至っ
た。本稿では，ハイクリーン DXの概要とその開発過程に
おいて見出されたダイオキシン類の簡易評価技術について
述べる。
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要旨

JFEエンジニアリングでは，ごみ焼却飛灰に含まれるダイオキシン類の除去技術として，「ハイクリーン DX」
を開発し，実用化に至っている。ハイクリーン DXの開発過程において，その原理である飛灰からの有機化合物
の揮発脱離挙動に着目することで，汎用的な分析機器である FID（水素炎イオン化検出器）ガスクロマトグラフ
を用いたダイオキシン類濃度の簡易評価技術を確立するに至った。本手法により，短時間で飛灰中ダイオキシン
類濃度の推定が可能となった。

Abstract:

“High Clean DX” has been developed as a dioxin removal te
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離挙動を把握するため，ここではカラムを外し，全有機化
合物の連続分析計として用いている。

3.2 飛灰からの全有機化合物の揮発脱離挙動

ごみ焼却施設から排出された飛灰 Aからの全有機化合物
の揮発脱離曲線を Fig. 5に示す。飛灰 Aを Fig. 4に示す
試験装置にセットした後，10°C/minで昇温し，その後
400°Cで定温加熱することで揮発脱離曲線を得た。全有機
化合物の揮発脱離は約 100°Cで始まり，250°C付近と，
400°C付近にピークを有することが確認された。また，
400°Cで加熱を続けると，全有機化合物の揮発脱離を示す
FIDシグナル強度は徐々に減少し，最終的には 0レベルま
で低下した。
さらに同じ飛灰を用い 400°Cを超える温度まで加熱を
行った試験において，400°Cを超える温度域で，新たな有
機化合物の揮発脱離ピークが観察されなかったことから，
飛灰中に含まれる全有機化合物の揮発脱離には，400°C以
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